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１．はじめに 背景

大規模な洪水流量の重要性

 高水計画への活用、被災実態把握・対策検討、等

観測技術

 データの精緻化：面的な地形データ、洪水時流況の動画

 流量観測：浮子観測から非接触観測に移行しつつある

水理解析技術

 高度な解析技術の実務への適用：水深に応じた流速を算定可能な準三次元流

況解析、等
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１．はじめに 安倍川 令和4年9月洪水（台風第１５号）

流量観測状況

 氾濫危険水位を超過する大規模な洪水

 浮子流量観測は作業員の安全確保から中止

基準地点
（手越）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

S3
6
S3
7
S3
8
S3
9
S4
0
S4
1
S4
2
S4
3
S4
4
S4
5
S4
6
S4
7
S4
8
S4
9
S5
0
S5
1
S5
2
S5
3
S5
4
S5
5
S5
6
S5
7
S5
8
S5
9
S6
0
S6
1
S6
2
S6
3 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H1
0
H1
1
H1
2
H1
3
H1
4
H1
5
H1
6
H1
7
H1
8
H1
9
H2
0
H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
H2
9
H3
0 R1 R2 R3 R4 R5

流
量
(m
3 /
s)

現行整備計画目標流量 4,900m3/s

平均年最大流量 1,800m3/s

現行河川整備基本方針 6,000㎡/s

年最⼤流量（安倍川 基準地点手越）
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２．手法 （１）画像解析と準三次元流況解析の活用

流量推定の考え方

 検証材料が観測水位のみの場合⇒流量と粗度係数の組み合わせは複数存在

 検証材料が観測水位と観測流速の場合⇒流量と粗度係数の組み合わせを限定できる⇒検証流速は、データ取得の容易さから、画像解析から得る表面流速とした

 水理解析モデル：表面流速を算定可能なモデル⇒準三次元流況解析
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２．手法 （１）画像解析と準三次元流況解析の活用

河床の粗度係数

 安倍川は網状河川、複雑な流況⇒計算メッシュ毎に水理量に対応した河床波

から推定される値を設定
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２．手法 （２）検証対象洪水

２つの洪水による段階的検証

 令和4年洪水のカメラ画像取得範囲は、右岸付近のみ。⇒まず、全幅でカメラ画像を取得できた令和6年洪水に対して、本手法を適用し、

流量の再現性を検証

カメラ位置と検査測線位置（R6洪水、R4洪水）
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２．手法 （２）検証対象洪水

洪水概要
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2.46m
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ピーク流量：1,116m3/s

ピーク流量：847m3/s

ピーク流量：961m3/s

区分求積法 観測流量：821m3/s

DIEX法 観測流量：931m3/s
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HQ換算流量：1,081m3/s
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STIV解析時刻)

6月28日

３．結果と考察 （１）令和6年洪水の流量検証

流量候補

 HQ換算（R6暫定）： 1,116m3/s

 区分求積法：847m3/s

 DIEX法：961m3/s
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面的測量データ

 洪水前：あり

 洪水後：なし

粗度分布の例（流量︓DIEX法、粗度︓水理量対応値）

流量ハイドロ
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３．結果と考察 （１）令和6年洪水の流量検証
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左カメラ 中央砂州部 右カメラ
計画値 0.17 0.40 0.30 0.32
水理量対応値 0.12 0.43 0.40 0.39
計画値 -0.02 0.62 0.28 0.49
水理量対応値 -0.04 0.67 0.36 0.42
計画値 0.05 0.48 0.09 0.55
水理量対応値 0.02 0.49 0.16 0.53

流量 河床の
粗度係数

水位誤差
(右岸側)(m)

流速誤差(平均二乗誤差)

R6暫定HQ式換算
(Qp=1,161m3/s)

区分求積法
(Qp=847m3/s)
DIEX法
(Qp=961m3/s)

３．結果と考察 （１）令和6年洪水の流量検証

R6暫定HQ換算
よりも誤差小

区分求積法
よりも誤差小

最適案

水位誤差と流速誤差から最適案を選定

流量：DIEX法961m3/s、河床の粗度係数：水理量対応値

本手法により、流量再現が可能と判断した

再現性の検証結果

水位を観測してい
る右岸側で誤差小
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３．結果と考察 （１）令和6年洪水の流量検証

準三次元流況解析と画像解析の流速乖離（横断方向200m付近）

 準三次元流況解析：洪水前地形で計算を実施している

 画像解析による流速：河床低下時の流速を捉えたと推定される⇒洪水前後の河床それぞれで準三次元流況解析を行い、検証することが望ましい

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

-50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550
距離(m)

標
高
(T
.P
.m
)

流
速
(m
/s
)

大きな洗掘・堆積なし

約1.5m洗掘
約1.2m堆積

約0.5m洗掘

表⾯流速
（準三次元）

表⾯流速
（画像解析）

洪水前地形
（準三次元）

洪水前地形
（基準断⾯測量）

洪水後地形
（基準断⾯測量）

11



ピーク流量：

4,867m3/s
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３．結果と考察 （２）令和4年洪水の流量推定
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３．結果と考察 （２）令和4年洪水の流量推定
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河床変化実態

河床高（洪水前）

河床高（洪水後）

河床高（洪水後－洪水前）

洪水前後の面的測量データにより左岸側に向かう流れが形成されたことを確認
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３．結果と考察 （２）令和4年洪水の流量推定

流速誤差
(平均二乗誤差)

右カメラ
洪水前 貯留関数法(Qp=4,867m3/s) 水理量対応値 0.26 0.29
洪水後 貯留関数法(Qp=4,867m3/s) 水理量対応値 0.09 0.26
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画像解析

水位誤差

河道（洪水前） 河道（洪水後）流速誤差

再現性の検証結果

最適案

水位誤差と流速誤差から最適案を選定

流量：4,867m3/s、河床の粗度係数：水理量対応値

洪水後河道の検証により、より確度の高い再現が可能
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４．おわりに

本手法の利点

 検証流速、計算流速ともに地形の影響が反映された流速である。

安倍川のような網状河川の複雑な流況下であっても有用

 使用する観測データは、水位、カメラ画像、河床高といった現在の

観測技術により比較的容易に取得できる。

実務への適用性は高い

本手法実施にあたってのポイント

 地形測量：空間的には面的に実施、時間的には洪水前後に実施
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４．おわりに

将来的に期待される展開

 本手法による洪水検証事例の蓄積

当該河川における流速の更生係数の妥当性評価に資する

 基準点以外の地点への適用：任意地点、任意時刻の流量管理

今後の課題

 撮影カメラ：横断全幅の画像を取得可能な配置、ハレーション回避

 水位と流速の誤差評価：目安となる許容誤差の設定

16


